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第
百
八
十
五 

  
 

静
か
な
る
多
数
派 

   
 
 
 
 

一 
  

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン 

 

一
九
一
三
年
一
月
九
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ヨ
ー
バ
・
リ
ン
ダ

に
生
ま
れ
、
四
二
年
六
月
海
軍
予
備
役
中
尉
に
任
官
し
た
。
四
三
年

十
月
大
尉
、
四
五
年
十
月
少
佐
、
四
六
年
三
月
現
役
任
務
を
離
れ
、

同
年
下
院
議
員
に
当
選
し
た
。 

 

五
三
年
一
月
海
軍
予
備
役
中
佐
と
な
り
、
第
三
十
四
代
大
統
領
ド

ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
も
と
で
六
一
年
ま
で
副
大
統
領
を
務

め
た
。
六
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
に

敗
れ
た
が
、
六
九
年
第
三
十
七
代
大
統
領
に
就
任
し
た
。 

 

六
九
年
十
一
月
ソ
連
と
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
開

始
し
て
東
西
冷
戦
の
緩
和
に
着
手
し
、
並
行
し
て
中
国
共
産
党
政
府

と
の
関
係
改
善
に
努
め
、
中
国
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
実
現
し
た
。 

 

七
一
年
八
月
ド
ル
防
衛
策
を
発
表
し
て
戦
後
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
に
終
止

符
を
打
つ
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
ア
メ
リ

カ
軍
を
撤
退
さ
せ
、
七
四
年
六
月
に
は
中
東
五
か
国
を
歴
訪
、
続
い

て
ソ
連
を
訪
問
し
て
貿
易
協
定
と
Ａ
Ｂ
Ｍ
制
限
条
約
に
調
印
し
た
。 

 

ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
ビ
ル
に
あ
っ
た
民
主
党

全
国
委
員
会
本
部
に
、
共
和
党
の
ニ
ク
ソ
ン
再
選
委
員
会
の
関
係
者

が
盗
聴
器
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
不
法
侵
入
事
件
に
つ
い
て
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
が
も
み
消
し
工
作
を
行
っ
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
た
。 
 

ニ
ク
ソ
ン
は
関
与
を
否
定
し
た
が
、
議
会
や
世
論
の
批
判
が
集
中

し
、
七
四
年
七
月
、
下
院
で
大
統
領
弾
劾
訴
追
状
が
可
決
さ
れ
た
の

を
受
け
て
大
統
領
を
辞
任
し
た
。 

 

九
四
年
四
月
二
十
二
日
、
脳
卒
中
で
死
去
。
享
年
八
十
一
。 

 

歴
代
大
統
領
は
引
退
後
も
手
厚
い
保
護
が
つ
き
、
そ
の
葬
儀
は
国

葬
と
い
う
の
が
恒
例
だ
っ
た
が
、
彼
は
生
前
か
ら
国
葬
を
望
ま
な
い

こ
と
を
家
族
に
伝
え
て
い
た
。
四
月
二
十
七
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
ヨ
ー
バ
・
リ
ン
ダ
の
生
家
前
で
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

  

田
中
角
栄 

 

一
九
一
八
年
五
月
四
日
、
新
潟
県
刈
羽
郡
西
山
町
に
生
ま
れ
、
高

等
小
学
校
を
卒
業
し
て
救
農
工
事
現
場
な
ど
で
働
き
十
五
歳
で
上
京

し
た
。
三
六
年
私
立
中
央
工
業
学
校
を
出
て
四
三
年
土
建
会
社
を
設

立
し
た
。
戦
時
中
は
朝
鮮
で
土
木
工
事
の
仕
事
な
ど
を
し
て
い
た
が
、

敗
戦
で
引
き
揚
げ
、
四
七
年
衆
院
選
で
初
当
選
し
た
。 

 

五
七
年
七
月
第
一
次
岸
内
閣
で
郵
政
大
臣
と
し
て
初
入
閣
し
、
民

間
放
送
テ
レ
ビ
の
一
斉
免
許
で
手
腕
を
発
揮
し
、
六
五
年
に
は
経
営
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不
振
に
陥
っ
た
山
一
証
券
に
金
融
支
援
を
行
っ
て
再
建
し
た
。
六
五

年
総
選
挙
の
自
民
党
大
勝
で
幹
事
長
に
就
任
、
第
三
次
佐
藤
内
閣
で

通
産
大
臣
と
し
て
日
米
繊
維
交
渉
を
取
り
ま
と
め
た
。 

 

七
二
年
七
月
、
自
民
党
第
六
代
総
裁
の
椅
子
を
福
田
赳
夫
と
激
し

く
争
っ
た
の
ち
首
相
に
就
任
し
、
日
中
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
。

七
三
年
に
は
金
大
中
事
件
を
め
ぐ
る
日
韓
関
係
の
改
善
に
努
め
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
石
油
備
蓄
基
地
建
設
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動

を
実
施
し
た
。 

 

七
四
年
十
一
月
十
一
日
発
行
の
月
刊
誌
「
文
芸
春
秋
」
に
掲
載
さ

れ
た
立
花
隆
「
田
中
角
栄
研
究
」
が
発
端
と
な
っ
て
、
十
七
日
に
フ

ォ
ー
ド
米
大
統
領
訪
日
反
対
・
田
中
退
陣
要
求
全
国
統
一
行
動
に
百

五
十
万
人
が
参
加
、
こ
れ
を
見
て
同
月
二
十
六
日
に
退
陣
を
表
明
し

た
。 

 

七
六
年
二
月
四
日
、
ア
メ
リ
カ
議
会
上
院
外
交
委
員
会
で
ロ
ッ
キ

ー
ド
献
金
事
件
が
表
面
化
し
、
国
際
興
業
社
主
・
小
佐
野
賢
治
、
全

日
空
社
長
・
若
狭
得
治
、
同
副
社
長
・
渡
辺
尚
次
、
丸
紅
会
長
・
檜

山
廣
ら
の
国
会
証
人
喚
問
が
始
ま
っ
た
。 

 

次
い
で
三
月
四
日
に
は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
右
翼
の
フ
ィ
ク
サ

ー
と
し
て
知
ら
れ
た
児
玉
誉
士
夫
を
東
京
地
検
特
捜
部
が
臨
床
尋
問

を
行
い
脱
税
容
疑
で
起
訴
、
七
月
二
十
七
日
に
田
中
前
首
相
の
逮
捕

に
踏
み
切
り
、
十
一
月
二
日
法
務
省
が
同
事
件
灰
色
高
官
五
人
の
氏

名
を
発
表
し
た
。 

 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
丸
紅
ル
ー
ト
、
全
日
空
ル
ー
ト
、
児
玉
ル
ー

ト
、
小
佐
野
ル
ー
ト
の
四
ル
ー
ト
で
公
判
が
進
め
ら
れ
、
八
一
年
十

一
月
五
日
、
東
京
地
裁
は
小
佐
野
賢
治
に
懲
役
一
年
の
実
刑
判
決
を

言
い
渡
し
た
。 

 

以
後
、
若
狭
得
治
（
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
五
年
）、
橋
本
登
美

三
郎
（
懲
役
二
年
六
か
月
、
執
行
猶
予
三
年
）、
佐
藤
孝
行
（
懲
役

二
年
、
執
行
猶
予
三
年
）
な
ど
が
有
罪
と
さ
れ
た
。
田
中
角
栄
に
懲

役
四
年
、
追
徴
金
五
億
円
の
実
刑
判
決
が
出
た
の
は
八
二
年
十
月
十

七
日
だ
っ
た
。 

 

田
中
は
一
貫
し
て
無
罪
を
主
張
し
た
だ
ち
に
東
京
高
裁
に
控
訴
し

た
が
、
八
五
年
二
月
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
政
治
的
影
響
力
を
失
っ
た
。

九
三
年
十
二
月
十
七
日
没
。
享
年
七
十
五
。 

  

こ
の
二
人
の
政
治
家
は
、〝
戦
後
〞
の
終
焉
に
立
会
っ
た
だ
け
で

な
く
、
そ
の
中
心
的
な
役
回
り
を
演
じ
た
。 

 

繰
り
返
す
が
、
こ
こ
で
い
う
〝
戦
後
〞
と
は
、
日
本
政
府
が
一
九

五
一
年
の
「
経
済
白
書
」
で
使
っ
た
「
戦
後
」
―
―
戦
災
に
よ
る
焦

土
や
飢
え
―
―
の
こ
と
で
は
な
い
。 

 
第
二
次
大
戦
が
終
結
し
、
ア
メ
リ
カ
対
ソ
連
（
な
い
し
自
由
経
済

圏
対
共
産
経
済
圏
）
の
対
置
構
造
が
確
定
し
て
か
ら
以
後
、
四
半
世

紀
の
間
に
積
み
あ
が
っ
た
芥
を
、
こ
の
二
人
は
強
引
に
取
り
除
こ
う

と
し
た
。 
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ニ
ク
ソ
ン
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
悪
名
を
残
し
た
た
め
に
、

政
治
家
と
し
て
の
手
腕
、
業
績
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
同
じ
よ
う
に
田
中
角
栄
と
い
う
人
物
も
、
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
が
邪
魔
を
し
て
い
る
。 

 

だ
が
、
例
え
ば
ニ
ク
ソ
ン
は
、
前
任
の
ケ
ネ
デ
ィ
―
ジ
ョ
ン
ソ
ン

が
拡
大
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
を
抜
け
出

さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら
に
は
第
二
次
大
戦
後
の
共
産
主
義
敵
視
政
策

が
も
た
ら
し
た
キ
ュ
ー
バ
危
機
と
い
う
最
大
の
緊
張
を
解
く
こ
と
に

最
大
の
努
力
を
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
ド
ル
を
唯
一
の
共
通
通
貨
と
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制

を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
東
に
お
け
る

ア
ラ
ブ
対
イ
ス
ラ
エ
ル
（
イ
ス
ラ
ム
対
ユ
ダ
ヤ
）
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
、
石
油
に
新
し
い
通
貨
価
値
を
与
え
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

と
も
あ
れ
〝
戦
後
〞
体
制
に
改
革
を
起
こ
し
た
。 

 

田
中
角
栄
と
い
う
人
物
が
果
た
し
た
の
は
、
東
大
法
学
部
―
官
僚

と
い
う
エ
リ
ー
ト
集
団
に
挑
戦
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
吉
田
茂
、
池
田

勇
人
、
佐
藤
栄
作
な
ど
歴
代
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
官
僚
政
治
の
頭
目

で
あ
っ
て
、
政
党
や
派
閥
の
均
衡
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
と
官
僚
の

バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
田
中
と
い
う
人
は
、

そ
の
し
が
ら
み
を
多
く
持
た
な
か
っ
た
。 

 

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
一
ド
ル
が
三
百
六
十
円
か
ら
三
百
八
円
に
切
り

上
げ
ら
れ
た
と
き
、
こ
の
人
物
が
最
初
に
発
し
た
言
葉
は 

 

―
―
ツ
バ
メ
は
大
丈
夫
か
。 

 

だ
っ
た
。 

 

空
を
飛
ぶ
燕
の
こ
と
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
新
潟
県
燕
市
の
こ

と
だ
っ
た
。 

 

同
市
は
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
ス
テ
ン
レ
ス
製
洋
食
器
の
輸
出

で
成
り
立
っ
て
い
た
。
新
潟
に
新
幹
線
と
高
速
道
路
を
通
し
、
信
濃

川
の
河
川
敷
に
大
規
模
な
工
業
団
地
を
作
ろ
う
と
し
た
の
は
、
他
の

地
方
選
出
議
員
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
。 

 

そ
の
こ
と
で
彼
が
否
定
さ
れ
る
な
ら
、
他
の
国
会
議
員
は
す
べ
て

―
―
大
野
伴
睦
、
荒
船
清
十
郎
な
ど
に
限
ら
ず
―
―
否
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

日
本
国
首
相
と
し
て
、
田
中
角
栄
は
公
害
防
止
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
に
取
り
組
み
、
物
価
安
定
策
を
講
じ
、
日
中
和
平
を
実
現
し
た
。

日
本
と
中
国
の
間
に
は
十
五
年
戦
争
と
い
う
深
い
傷
が
あ
っ
て
、
そ

の
傷
に
触
れ
る
こ
と
は
歴
代
が
避
け
て
通
っ
て
い
た
。 

 

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
秘
密
外
交
の
あ
と
だ
っ
た
と
は
い
え
、
田
中
は

あ
え
て
そ
の
傷
口
に
触
れ
た
。
国
交
回
復
交
渉
の
打
診
か
ら
実
現
ま

で
九
十
四
日
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
は
、
田
中
な
く
し
て
断
行
で
き
な
か

っ
た
。 

 

田
中
は
日
本
経
済
の
自
由
化
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
通

産
相
時
代
に
達
成
し
た
日
米
繊
維
協
定
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
経
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済
摩
擦
を
予
見
し
た
も
の
だ
っ
た
し
、
実
を
い
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
輸
入
自
由
化
、
外
資
参
入
の
開
放
な
ど
は
す
べ
て
田
中
が
下
地
を

作
っ
た
。 

 

そ
の
後
の
三
木
武
夫
、
福
田
赳
夫
、
大
平
正
芳
、
中
曽
根
康
弘
を

加
え
た
五
人
は
「
三
角
大
福
中
」
と
総
称
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
肯
定

と
批
判
が
あ
る
。
そ
の
両
方
に
突
出
し
て
い
る
の
は
、
ど
う
見
て
も

田
中
角
栄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
た
め
に
ニ
ク
ソ
ン
と
田
中
を
惜
し
む
人
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」

（
静
か
な
る
多
数
派
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
言
葉
は
、
ニ
ク
ソ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
直
後
の
演
説
で

使
っ
た
。 

 

サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
支
持
さ
れ
、
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
引
き
ず
り
お
ろ
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
二

人
は
や
は
り
自
由
主
義
、
民
主
主
義
の
信
奉
者
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

ニ
ク
ソ
ン
が
大
統
領
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
遠
因
は
、
国
防

お
よ
び
軍
事
に
関
す
る
機
密
文
書
が
相
次
い
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
と
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
に
暴
露
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。 

 

彼
が
大
統
領
に
就
任
し
て
五
か
月
後
の
六
九
年
五
月
九
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
ス
紙
が
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
米
軍
の
ホ
ー
チ

ミ
ン
・
ル
ー
ト
越
境
爆
撃
を
暴
露
し
た
。
こ
の
と
き
情
報
を
漏
洩
し

た
と
思
わ
れ
る
政
府
職
員
や
民
主
党
上
院
議
員
の
自
宅
な
ど
に
盗
聴

器
が
仕
掛
け
ら
れ
た
。 

 

七
〇
年
は
何
ご
と
も
な
く
過
ぎ
た
が
、
翌
七
一
年
三
月
、
政
府
議

会
の
承
認
を
経
ず
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
爆
撃
を
指
示
し
た
国
防
総
省
の

秘
密
文
書
が
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
続
い
て
六

月
十
三
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・

ペ
ー
パ
ー
ズ
」
を
掲
載
し
た
。 

 

三
月
に
起
こ
っ
た
機
密
文
書
漏
洩
事
件
を
調
査
し
て
い
た
国
防
総

省
の
内
幕
を
暴
露
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
大
統
領
補
佐
官
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
の
元
同
僚
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ズ
バ
ー
グ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
手
渡
さ
れ
た
。 

 

七
月
、
大
統
領
側
近
の
ア
ー
リ
ッ
ク
マ
ン
首
席
補
佐
官
は
ヤ
ン
グ

補
佐
官
と
エ
ー
ジ
ル
・
ク
ロ
ー
グ
補
佐
官
を
責
任
者
と
す
る
エ
ル
ズ

バ
ー
グ
事
件
特
別
調
査
班
を
編
成
し
た
。
ヤ
ン
グ
と
ク
ロ
ー
グ
は
行

政
府
ビ
ル
の
地
下
に
「
鉛
管
工
」
の
看
板
を
掲
げ
た
本
部
を
設
置
し

た
。
こ
こ
に
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
諜
報
員
で
チ
ャ
ッ
ク
・
コ
ル
ソ
ン
補
佐
官
の

部
下
で
あ
る
ハ
ワ
ー
ド
・
ハ
ン
ト
、
元
Ｆ
Ｂ
Ｉ
捜
査
官
の
ゴ
ー
ド

ン
・
リ
デ
ィ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
。 

 

こ
の
直
後
、
今
度
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
が
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ

交
渉
に
お
け
る
米
国
側
譲
歩
案
の
内
容
を
暴
露
し
た
。
ま
た
十
二
月
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十
四
日
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
が
イ
ン
ド
―
パ
キ
ス
タ
ン
紛

争
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
介
入
す
る
意
図
を
示
し
た
秘
密
文
書
を
暴
露

し
た
。 

 

こ
う
し
た
機
密
文
書
の
漏
洩
に
危
機
感
を
覚
え
た
「
鉛
管
工
」
グ

ル
ー
プ
は
、「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
を
漏
洩
し
た
エ
ル
ズ

バ
ー
グ
の
襲
撃
と
、
記
事
を
掲
載
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
記
者
の
暗
殺
を
企
て
た
が
、
実
行
者
の

う
ち
数
人
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
か
ら
計
画
を
断
念
し
た
。 

 

七
二
年
の
五
月
、
彼
ら
は
民
主
党
が
す
べ
て
の
元
凶
と
判
断
し
て
、

ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
・
ビ
ル
の
民
主
党
全
国
委
員

会
事
務
所
に
侵
入
し
、
こ
こ
に
盗
聴
機
を
仕
掛
け
た
。 

 

六
月
十
七
日
、「
鉛
管
工
」
グ
ル
ー
プ
の
八
人
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ト
・
ビ
ル
に
再
度
侵
入
し
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ニ
ク
ソ
ン
の
命

取
り
と
な
っ
た
。 

 

逮
捕
さ
れ
た
八
人
は 

 

「
民
主
党
の
マ
ク
ガ
バ
ン
大
統
領
候
補
が
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ

や
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
・
チ
ミ
ン
か
ら
資
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
証

拠
を
握
る
た
め
に
侵
入
し
た
」 

 

と
供
述
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
翌
十
八
日
、
Ａ
Ｐ
通
信
が 

 

「
逮
捕
さ
れ
た
八
人
の
う
ち
、
マ
ッ
コ
ー
ド
は
ニ
ク
ソ
ン
再
選
委

員
会
の
警
備
主
任
を
務
め
て
い
た
」 

 

と
報
じ
、
ニ
ク
ソ
ン
陣
営
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
た
。 

 

十
九
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
は
マ
ッ
コ
ー
ド
の
政
治
的
背

景
や
再
選
委
員
会
と
の
関
係
を
一
面
ト
ッ
プ
で
詳
細
に
書
い
た
。 

 

こ
の
と
き
連
邦
調
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
は
マ
ッ
コ
ー
ド
が
所
持
し
て

い
た
手
帳
か
ら
ハ
ワ
ー
ド
・
ハ
ン
ト
の
関
与
を
突
き
止
め
、
さ
ら
に

「
ニ
ク
ソ
ン
再
選
委
員
会
」
か
ら
メ
キ
シ
コ
の
銀
行
宛
て
に
十
一
万

ド
ル
の
資
金
が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
つ
か
ん
で
い
た
。 

 

二
十
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
は
一
面
ト
ッ
プ
で
ウ
ォ
ー
タ

ー
ゲ
ー
ト
事
件
の
主
犯
は
チ
ャ
ッ
ク
・
コ
ル
ソ
ン
で
あ
っ
て
、
コ
ル

ソ
ン
は
大
統
領
補
佐
官
の
部
下
だ
っ
た
こ
と
を
暴
露
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
民
主
党
は
ニ
ク
ソ
ン
再
選
委
員
会
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

と
公
民
権
法
違
反
で
告
訴
し
た
。 

 

ニ
ク
ソ
ン
が
こ
の
時
点
で
、
共
和
党
大
統
領
候
補
の
指
名
を
辞
退

し
て
い
れ
ば
、
こ
れ
以
上
に
事
件
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
は

八
月
二
十
六
日
に
マ
イ
ア
ミ
で
開
か
れ
た
共
和
党
大
会
で
大
統
領
候

補
の
指
名
を
受
け
、
十
一
月
七
日
に
民
主
党
の
マ
ク
ガ
バ
ン
候
補
を

大
差
で
破
っ
て
再
選
し
た
。
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
事
件
に
な
っ
た
。 

 
一
九
七
三
年
一
月
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
裁
判
で
被
告
全
員
が
有

罪
を
認
め
、
単
独
犯
行
を
主
張
し
た
。
上
層
部
に
誄
が
及
ぶ
こ
と
を

畏
れ
て
、
す
べ
て
の
罪
を
自
分
一
人
で
被
る
の
は
日
本
だ
け
の
現
象

で
は
な
い
ら
し
い
。
た
だ
日
本
と
違
う
の
は
、
自
殺
者
が
一
人
も
出

て
い
な
い
こ
と
だ
。 
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二
月
九
日
、
上
院
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
特
別
調
査
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。
委
員
長
は
民
主
党
の
サ
ム
・
ア
ー
ビ
ン
上
院
議
員
だ
っ

た
。
前
後
し
て
雑
誌
「
タ
イ
ム
」
が
、 

 

「
六
、
七
人
の
新
聞
記
者
と
、
数
は
不
明
だ
が
複
数
の
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
職
員
た
ち
が
、
六
九
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
電
話
を
盗
聴

さ
れ
て
い
た
」 

 

と
報
じ
た
。
こ
の
報
道
は
正
し
か
っ
た
。 

 

五
月
二
十
二
日
、
大
統
領
側
近
は
ニ
ク
ソ
ン
の
声
明
と
し
て
盗
聴

や
鉛
管
工
グ
ル
ー
プ
の
工
作
な
ど
を
す
べ
て
認
め
、 

 

「
国
家
の
安
全
保
障
に
必
要
な
措
置
だ
っ
た
」 

 

と
強
調
し
た
。 

 

特
別
調
査
委
員
会
の
公
聴
会
で
不
利
な
証
言
が
飛
び
出
す
こ
と
を

恐
れ
た
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
懸
念
は
七
月
十
三
日
、
前
大
統
領
補
佐

官
の
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
大
統
領
の
指
示
で
大
統
領
執
務
室
で

の
会
話
を
す
べ
て
録
音
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
か
た
ち
で
的
中
し

た
。
以
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
議
会
の
間
で
は
、
録
音
テ
ー
プ
の

提
出
が
焦
点
と
な
っ
た
。 

 

十
月
十
日
、
ア
グ
ニ
ュ
ー
副
大
統
領
が
脱
税
、
収
賄
、
強
要
の
罪

に
問
わ
れ
て
副
大
統
領
を
辞
任
し
た
。
検
察
が
ニ
ク
ソ
ン
の
片
翼
を

も
ぎ
取
っ
た
の
だ
。
後
任
は
共
和
党
下
院
院
内
総
務
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

フ
ォ
ー
ド
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ニ
ク
ソ
ン
が
、
自
分
の
後
任
を
準
備
し

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

フ
ォ
ー
ド
が
副
大
統
領
に
指
名
さ
れ
た
同
じ
日
、
連
邦
高
裁
は
大

統
領
の
訴
え
を
却
下
し
て
、
録
音
テ
ー
プ
を
議
会
に
提
出
す
る
よ
う

命
令
し
た
。
対
し
て
大
統
領
陣
営
は
テ
ー
プ
の
代
わ
り
に
そ
の
速
記

録
を
提
出
す
る
と
し
た
が
、
議
会
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
二
十
件

に
の
ぼ
る
大
統
領
弾
劾
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
ニ
ク
ソ
ン
は
窮
地
に

追
い
込
ま
れ
た
。 

 

七
四
年
二
月
六
日
、
下
院
は
賛
成
四
一
〇
、
反
対
四
で
司
法
委
員

会
に
ニ
ク
ソ
ン
調
査
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
を
可
決
し
、
同
委
員
会

は
四
月
十
一
日
、
録
音
テ
ー
プ
の
提
出
を
求
め
る
提
案
を
三
三
対
三

で
採
択
し
た
。
連
邦
地
裁
も
テ
ー
プ
を
提
出
す
る
よ
う
命
令
し
た
。 

 

ニ
ク
ソ
ン
は
再
び
拒
否
し
た
が
、
も
は
や
体
制
を
立
て
直
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
六
月
の
中
東
歴
訪
と
ソ
連
訪
問
が
、
ア
メ
リ
カ

大
統
領
と
し
て
の
最
期
の
仕
事
に
な
っ
た
。 

 

七
月
二
十
七
日
、
下
院
司
法
委
員
会
は
、
二
七
対
一
一
で
一
連
の

大
統
領
の
言
動
は
司
法
妨
害
で
あ
る
と
す
る
弾
劾
決
議
第
一
条
を
、

二
八
対
一
〇
で
権
力
乱
用
と
す
る
同
第
二
条
を
、
二
一
対
一
七
で
議

会
を
侮
辱
し
た
と
す
る
同
第
三
条
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
た
。 

 
下
院
本
会
議
の
表
決
で
こ
れ
が
成
立
す
れ
ば
ニ
ク
ソ
ン
は
大
統
領

を
罷
免
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
可
決
す
る
見
通
し
が
圧
倒
的
に
強

か
っ
た
。 

 

八
月
八
日
、
ニ
ク
ソ
ン
は
遂
に
自
ら
大
統
領
の
地
位
を
去
る
こ
と

を
発
表
し
、
副
大
統
領
フ
ォ
ー
ド
が
自
動
的
に
昇
格
し
た
。 
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一
か
月
後
、
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は 

 
―
―
ニ
ク
ソ
ン
前
大
統
領
に
、
全
面
的
、
自
由
か
つ
絶
対
的
な
恩

赦
を
与
え
る
。 

 

と
決
定
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
四
年
以
上
に
わ
た
る
大
統
領
の
ス
キ

ャ
ン
ダ
ル
に
封
印
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
明
る
み
に
出
た
の
は
、
田
中
角
栄
が
首
相
を

退
陣
し
て
一
年
三
か
月
後
、
一
九
七
六
年
二
月
四
日
だ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
上
院
外
交
委
員
会
の
多
国
籍
企
業
小
委
員
会
が
召
喚
し
た
ロ
ッ

キ
ー
ド
社
役
員
の
ク
ラ
ッ
タ
ー
が
、 

 

―
―
全
日
空
に
旅
客
機
「
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
」
を
売
り
込
む
た
め
、

総
額
約
一
千
万
ド
ル
を
日
本
側
に
支
払
っ
た
。 

 

と
証
言
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
証
言
は
日
本
に
限
定
し
た
話
で
は
な
く
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
が

イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
行
っ
た
売
り
込
み
工
作
全

般
に
関
す
る
話
の
一
環
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

二
日
後
、
同
社
副
会
長
だ
っ
た
コ
ー
チ
ャ
ン
は
、 

 

―
―
代
理
店
で
あ
る
丸
紅
商
事
の
勧
め
に
従
っ
て
、
日
本
政
府
の

高
官
に
二
百
万
ド
ル
を
手
渡
し
た
。 

 

と
証
言
し
た
。 

二
人
の
証
言
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
七
〇
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
の

こ
と
だ
っ
た
。 

当
時
、
日
本
人
は
よ
う
や
く
海
外
旅
行
が
で
き
る
程
度
に
豊
か
に
な

り
、
ハ
ワ
イ
や
グ
ア
ム
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。
大
手
旅
行
会
社
が

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
を
売
り
出
し
、
航
空
会
社
に
は
大
型
旅
客
機
に
よ
る

大
量
輸
送
力
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。 

海
外
路
線
へ
の
乗
り
入
れ
を
目
指
す
全
日
空
は
、
こ
の
と
き
マ
ク
ダ

ネ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
社
（
の
ち
ボ
ー
イ
ン
グ
社
に
吸
収
合
併
）
の
「
Ｄ

Ｃ
―
10
」
を
検
討
し
て
お
り
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
は
そ
れ
を
覆
す
べ

く
、
多
額
の
工
作
資
金
を
投
入
し
た
の
だ
っ
た
。 

 

コ
ー
チ
ャ
ン
証
言
が
伝
え
ら
れ
て
か
ら
十
日
後
の
二
月
十
六
日
、

国
会
で
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
証
人
喚
問
が
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
実
況
中
継
さ
れ
、
高
い
視
聴
率
を
得
た
。

小
佐
野
賢
治
や
伊
藤
宏
、
全
日
空
社
長
の
若
狭
得
治
ら
は
、
野
党
議

員
の
質
問
に
対
し
て 

 

―
―
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

を
連
発
し
、
こ
れ
が
流
行
語
に
な
っ
た
。 

 
事
件
の
成
行
き
は
す
で
に
記
し
た
。 

 
そ
の
構
図
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
ま
ず
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
は
全
日
空
の
次
期
主
力
旅
客
機
の
決
定
を

Ｄ
Ｃ
―
10
か
ら
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
に
覆
す
た
め
、
児
玉
誉
士
夫
に
多

額
の
資
金
を
渡
し
、
児
玉
か
ら
小
佐
野
、
伊
藤
を
通
じ
て
田
中
角
栄
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に
五
億
円
を
渡
し
た
。 

 
一
方
、
全
日
空
か
ら
は
運
輸
大
臣
だ
っ
た
橋
本
登
美
三
郎
と
政
務

次
官
だ
っ
た
佐
藤
孝
行
、
自
民
党
幹
部
だ
っ
た
二
階
堂
進
な
ど
に
総

額
三
千
万
円
が
手
渡
さ
れ
た
。
金
銭
の
授
受
に
直
接
か
か
わ
っ
た
主

要
な
人
物
は
一
網
打
尽
で
逮
捕
さ
れ
、
田
中
前
首
相
は
そ
の
頂
点
に

い
た
。 

 

前
首
相
の
逮
捕
に
踏
み
切
っ
た
東
京
地
検
特
捜
部
の
堀
田
力
（
の

ち
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
）
に
つ
い
て
、
一
九
九
九
年
十
月
十

八
日
付
「
朝
日
新
聞
」〔
天
声
人
語
〕
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

  

弁
護
士
で
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
の
堀
田
力
（
つ
と
む
）
さ

ん
は
、
か
つ
て
東
京
地
検
特
捜
部
の
検
事
を
務
め
た
。「
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
」
の
捜
査
に
心
血
を
注
い
だ
一
人
で
あ
る
▼
「
マ
ス
コ
ミ
と

検
察
は
、
基
本
的
に
は
同
じ
志
で
す
。
腐
っ
た
事
実
、
み
ん
な
が
知

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
実
で
、
し
か
も
隠
さ
れ
て
い
る
事
実
を
き

ち
ん
と
公
に
す
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
社
会
的
責
任
を
、
検
察
は
法
的
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
を
浄
化
す
る
の
が
基
本

的
な
使
命
だ
と
思
い
ま
す
」
▼
『
壁
を
破
っ
て
進
め
私
記
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
』（
講
談
社
）
と
題
し
た
本
を
堀
田
さ
ん
は
書
い
た
。
そ
れ

に
触
れ
て
語
っ
た
個
所
が
、
な
か
で
も
私
た
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

携
わ
る
者
の
痛
い
と
こ
ろ
を
突
く
。「
書
か
な
か
っ
た
の
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
部
分
な
ど
ご
く
わ
ず
か
。
政
治
や
外
交
に
関
す
る
こ
と
を

は
じ
め
、
あ
と
は
事
実
を
全
部
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。
あ
の
本
に

つ
い
て
、
何
人
か
の
記
者
か
ら
取
材
を
受
け
ま
し
た
」
▼
「
と
こ
ろ

が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
『
国
家
公
務
員
法
違
反
に
な
り
ま
せ
ん
か
』

『
あ
そ
こ
ま
で
書
い
て
大
丈
夫
で
す
か
』
と
聞
く
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
書
評
に
も
そ
う
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
大
変
心
外
で
し
た
」

「
法
務
省
や
検
察
の
方
か
ら
、
し
か
ら
れ
る
の
な
ら
分
か
る
。
た
だ

し
、
甘
ん
じ
て
は
受
け
ず
、
言
い
返
し
ま
す
が
。
で
も
、
ど
う
し
て

マ
ス
コ
ミ
の
方
か
ら
大
丈
夫
な
の
か
と
聞
か
れ
る
の
か
。
な
ぜ
、
も

っ
と
話
さ
な
い
の
か
と
言
っ
て
く
れ
な
い
の
か
。
取
材
さ
れ
な
が
ら

心
外
で
し
た
」 

  

「
鬼
よ
り
怖
い
」
と
い
わ
れ
る
東
京
地
検
特
捜
部
が
精
査
し
た
結

果
、
贈
収
賄
の
罪
が
確
定
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
事
実
は
事
実
な
の

だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
七
六
年
八
月
二
日
に
死
亡
し
た
田
中
角
栄
の
私

設
運
転
手
・
笠
原
政
則
が
明
確
な
証
言
を
し
て
い
た
ら
、
何
か
別
の

事
実
が
表
面
化
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
彼
の
死
は
多
く
の
人
が

不
審
に
思
っ
た
が
、「
自
殺
」
と
し
て
処
理
さ
れ
、
追
及
の
道
は
閉

ざ
さ
れ
て
い
る
。 

 
以
下
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
様
々
な

解
釈
、
推
測
、
推
理
で
あ
っ
て
、
検
察
当
局
が
認
知
し
た
「
事
実
」

と
は
や
や
違
っ
て
い
る
。
だ
が
、
中
に
は
「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
し

て
し
ま
う
所
論
が
な
い
で
も
な
い
。 
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一
つ
は
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
へ
の
領
収
書
に
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
と
い

う
符
号
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
社

の
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
Ｔ
Ｌ
１
１
０
１
」
と
呼
ば

れ
て
い
て
、「
Ｐ
」
で
始
ま
る
符
合
と
一
致
し
な
い
。 

 

日
本
政
府
の
第
四
次
防
衛
力
整
備
計
画
に
組
み
込
ま
れ
た
対
潜
哨

戒
機
「
Ｐ
３
―
Ｃ
オ
ラ
イ
オ
ン
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
―
―
と
い
う

説
が
あ
る
。
政
府
首
脳
会
談
で
決
定
し
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ロ
ッ
キ

ー
ド
社
や
丸
紅
が
裏
金
工
作
を
す
る
必
要
は
そ
も
そ
も
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
着
岸
点
は
面
白
い
。 

 

も
う
一
つ
は
、
全
日
空
が
運
輸
族
議
員
に
配
っ
た
裏
金
の
意
味
に

関
す
る
推
理
で
、
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
採
用
の
認
可
云
々
で
は
な
く
、
国

際
路
線
の
獲
得
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
。
こ
れ
は
正
鵠

を
衝
い
て
い
る
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
も
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
を
日
本
の
国
内

路
線
に
就
航
さ
せ
る
思
惑
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

三
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
国
産
旅
客
機
開
発
計
画
を
潰
す

た
め
だ
っ
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
は
戦
後
初
の
国
産
機

「
Ｙ
Ｓ
―
11
」
を
開
発
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
、
自
動
車
や

家
電
製
品
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
次
に
、
航
空
機
の
分
野
で
も
日

本
が
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
と
見
た
、
と
い
う
。 

 

だ
か
ら
と
い
っ
て
外
交
委
員
会
で
コ
ー
チ
ャ
ン
証
言
を
引
き
出
し
、

や
や
こ
し
い
手
順
で
田
中
角
栄
を
潰
す
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。 

 

最
期
の
説
は
、
こ
の
事
件
の
背
後
に
日
米
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
が

潜
ん
で
い
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
田
中
は
中
東
、
つ
ま

り
ア
メ
リ
カ
資
本
が
支
配
す
る
地
域
に
依
存
す
る
原
油
の
輸
入
先
を

東
南
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
し
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
共
同
で

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
よ
う
と
し
た
。 
 

脱
ア
メ
リ
カ
の
志
向
が
石
油
資
本
を
逆
な
で
し
、
回
り
ま
わ
っ
て

田
中
の
失
脚
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。 

 

そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
事
件
か
ら
三
十
年
を
経
た
現
在
、
そ
の
こ
と
は
、
も
は
や
詮

索
の
外
に
あ
る
。 

 

た
だ
一
つ
い
え
る
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
田
中
は
中
国
政
府
か
ら 

 

―
―
中
国
を
世
界
に
復
帰
さ
せ
て
く
れ
た
恩
人
。 

 

と
深
く
感
謝
さ
れ
て
い
る
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。 

 

中
国
に
は 

 

「
最
初
に
井
戸
を
掘
っ
た
人
の
恩
は
三
世
を
過
ぎ
て
も
忘
れ
な
い
」 

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
の
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
補
佐
官
が
そ
れ
に
相
当
す
る
で
は
な
い
か
。
こ
の

あ
た
り
の
機
微
は
、
な
か
な
か
日
本
人
に
は
分
か
ら
な
い
―
―
と
い

う
よ
り
、
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

Ａ
Ｂ
Ｍ
制
限
条
約 

Ａ
Ｂ
Ｍ
（
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
：A

nti Ba- 
llistic 

M
issile

）
に
関
す
る
米
ソ
合
意
。
一
九
七
二
年
五
月
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
と

ブ
レ
ジ
ネ
フ
ソ
連
共
産
党
書
記
長
が
締
結
し
た
軍
備
統
制
条
約
で
、
国
土
全

体
を
防
御
す
る
ミ
サ
イ
ル
防
御
シ
ス
テ
ム
を
禁
止
し
、
双
方
の
首
都
と
首
都

か
ら
最
低
一
千
三
百
キ
ロ
離
れ
た
場
所
の
大
陸
間
弾
道
弾
ミ
サ
イ
ル
発
射
基

地
を
防
御
す
る
二
か
所
の
制
限
的
な
Ａ
Ｂ
Ｍ
基
地
だ
け
を
認
め
、
二
つ
の
基

地
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
と
発
射
台
数
は
各
百
機
に
制
限
さ
れ
た
。 

立
花 

隆 

た
ち
ば
な
・
た
か
し
／
１
９
４
０
〜
２
０
２
１
。
長
崎
県
に
生

ま
れ
一
九
六
四
年
東
京
大
学
仏
文
科
を
出
て
文
藝
春
秋
社
に
入
っ
た
。
六
六

年
退
社
し
、
東
京
大
学
哲
学
科
に
学
士
入
学
、
七
一
年
中
退
し
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
と
な
っ
た
。
七
四
年
『
田
中
角
栄
研
究
』
を
発
表
し
田
中
内
閣
の
崩
壊

の
原
因
を
作
っ
た
。
八
三
年
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
仕
事
に
対
し
菊
池

寛
賞
。
九
五
年
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
。
主
な

著
書
に『
日
本
共
産
党
研
究
』『
農
協
』『
宇
宙
か
ら
の
帰
還
』『
精
神
と
物
質
』

に
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
探
検
』
な
ど
が
あ
る
。 

ロ
ッ
キ
ー
ド
献
金
事
件 

丸
紅
ル
ー
ト
、
全
日
空
ル
ー
ト
、
児
玉
ル
ー
ト
、

小
佐
野
ル
ー
ト
の
四
ル
ー
ト
で
公
判
が
進
め
ら
れ
、
八
一
年
十
一
月
五
日
、

東
京
地
裁
は
小
佐
野
賢
治
に
懲
役
一
年
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡
し
た
。以
後
、

若
狭
得
治
（
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
五
年
）、
橋
本
登
美
三
郎
（
懲
役
二
年
六

か
月
、
執
行
猶
予
三
年
）、
佐
藤
孝
行
（
懲
役
二
年
、
執
行
猶
予
三
年
）
な
ど

が
有
罪
と
さ
れ
た
。
田
中
角
栄
に
懲
役
四
年
、
追
徴
金
五
億
円
の
実
刑
判
決

が
出
た
の
は
八
二
年
十
月
十
七
日
だ
っ
た
。 
 

海
外
路
線
へ
の
乗
り
入
れ
を
目
指
す
全
日
空
は
、
こ
の
と
き
マ
ク
ダ
ネ

ル
・
ダ
グ
ラ
ス
社
（
の
ち
ボ
ー
イ
ン
グ
社
に
吸
収
合
併
）
の
「
Ｄ
Ｃ
―10

」

を
検
討
し
て
お
り
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
は
そ
れ
を
覆
す
べ
く
、
多
額
の
工
作
資

金
を
投
入
し
た
。
二
月
十
六
日
、
国
会
で
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
証
人
喚
問
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
実
況
中
継
さ
れ
、
高
い
視
聴
率
を
得
た
。 

若
狭
得
治 

わ
か
さ
・
と
く
じ
／
１
９
１
４
〜
２
０
０
５
。
一
九
三
八
年
東

京
帝
国
大
学
法
学
部
を
出
て
逓
信
省
に
入
り
、
終
戦
時
は
運
輸
省
運
総
局
日

本
海
事
務
局
の
運
送
課
長
だ
っ
た
。
六
五
年
運
輸
省
事
務
次
官
と
し
て
国
鉄

料
金
の
値
上
げ
問
題
、
日
米
航
空
協
定
を
改
定
、
日
ソ
航
空
協
定
の
締
結
、

新
東
京
国
際
空
港
候
補
地
の
選
定
な
ど
に
か
か
わ
っ
た
。
六
九
年
全
日
本
航

空
に
移
っ
て
顧
問
、
副
社
長
、
社
長
を
歴
任
し
た
。 

檜
山 

廣 

ひ
や
ま
・
ひ
ろ
／
１
９
０
９
〜
２
０
０
０
。
一
九
三
二
年
東
京

商
科
大
学
を
出
て
大
道
貿
易
に
入
っ
た
。五
二
年
丸
紅
飯
田
取
締
役
と
な
り
、

五
七
年
常
務
、
六
四
年
社
長
に
就
任
し
た
。 

小
佐
野
賢
治 

お
さ
の
・
け
ん
じ
／
１
９
１
７
〜
１
９
８
６
。
山
梨
県
に
生

ま
れ
一
九
四
一
年
東
京
で
自
動
車
部
品
業
を
創
業
。
徴
兵
で
中
国
へ
出
兵
し

た
が
病
気
で
除
隊
と
な
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
軍
需
品
の
販
売
で
大
儲
け

し
た
。
四
五
年
熱
海
ホ
テ
ル
、
山
中
湖
ホ
テ
ル
、
強
羅
ホ
テ
ル
を
相
次
い
で

買
収
し
国
際
興
業
を
創
設
、
四
六
年
に
東
急
グ
ル
ー
プ
の
五
島
慶
太
か
ら
東

都
乗
合
自
動
車
（
現
・
国
際
興
業
バ
ス
）
を
譲
り
受
け
た
。
六
一
年
山
梨
交

通
会
長
、
六
六
年
富
士
屋
ホ
テ
ル
の
経
営
権
を
握
り
、
六
九
年
十
和
田
観
光

電
鉄
を
買
収
し
た
の
ち
、
七
三
年
シ
ェ
ラ
ト
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
を
取
得
し
て

海
外
に
も
進
出
し
た
。 

児
玉
誉
士
夫 

こ
だ
ま
・
よ
し
お
／
１
９
１
１
〜
１
９
８
４
。
福
島
県
本
宮

町
に
生
ま
れ
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
上
京
し
て
姉
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
朝
鮮

の
京
城
、
本
宮
町
の
実
家
、
次
兄
の
働
き
先
の
大
阪
、
長
兄
が
住
む
東
京
な

ど
を
転
々
と
し
、
二
六
年
、
東
京
・
向
島
の
鉄
工
所
に
見
習
工
と
し
て
入
っ
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た
。
労
働
組
合
活
動
に
参
加
し
た
が
、
労
働
争
議
で
組
合
が
な
ぜ
「
わ
れ
ら

の
祖
国
ソ
ビ
エ
ト
！
」
と
叫
ぶ
の
か
違
和
感
を
抱
き
右
翼
に
傾
斜
、
二
九
年

（
昭
和
四
）
憲
法
学
者
・
上
杉
慎
吉
主
宰
の
「
建
国
会
」
に
入
会
し
た
。
そ

の
後
津
久
井
龍
雄
主
宰
の
「
急
進
愛
国
党
」
に
移
籍
し
、
天
皇
直
訴
事
件
、

井
上
準
之
助
蔵
相
脅
迫
事
件
、
内
大
臣
・
宮
内
大
臣
暗
殺
未
遂
事
件
等
で
起

訴
さ
れ
、
懲
役
刑
に
服
し
て
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
出
所
、
外
務
省
情
報
部

長
・
河
相
達
夫
の
知
遇
を
得
て
中
国
各
地
を
視
察
後
、
三
九
年
河
相
の
斡
旋

で
外
務
省
情
報
部
嘱
託
と
な
り
上
海
を
拠
点
に
情
報
活
動
に
従
事
し
た
。
四

一
年
十
一
月
、
国
粋
党
総
裁
・
笹
川
良
一
の
仲
介
で
海
軍
航
空
本
部
嘱
託
と

な
り
、
上
海
に
軍
需
物
資
調
達
の
た
め
の
「
児
玉
機
関
」
を
作
っ
た
。
終
戦

直
後
に
東
久
邇
内
閣
の
参
与
と
な
っ
た
が
、
内
閣
総
辞
職
で
解
任
、
四
六
年

戦
争
協
力
容
疑
で
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
収
容
さ
れ
四
八
年
釈
放
と
な
っ
た
。
ロ

ッ
キ
ー
ド
事
件
で
は
同
社
か
ら
巨
額
の
対
日
工
作
資
金
を
受
け
取
っ
た
と
し

て
脱
税
と
外
国
為
替
管
理
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
。
そ
の
初
公
判
（
児
玉
ル

ー
ト
）
は
七
七
年
六
月
東
京
地
裁
で
開
か
れ
た
が
八
四
年
一
月
審
理
未
了
の

ま
ま
死
去
し
た
。 

ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ズ
バ
ー
グ 

D
aniel Ellsberg

／
１
９
３
１
〜 

：
イ
リ

ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
に
生
ま
れ
一
九
五
二
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
済
学
部
を
出
た
。

六
四
年
国
防
総
省
に
入
り
、
六
五
年
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
平
定
計
画
担
当
補
佐
官

を
務
め
た
。
七
一
年
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ
」
を
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
」
や
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」
な
ど
に
提
供
四
、
ス
パ
イ
防
止

法
に
基
づ
く
国
防
機
密
漏
洩
罪
に
問
わ
れ
た
が
控
訴
棄
却
と
な
っ
た
。
岩
国

の
在
日
米
軍
基
地
に
核
爆
弾
や
戦
術
核
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
暴

露
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ 

Strategic A
rm
s Lim

itation T
alks

：「
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
」

と
訳
さ
れ
る
。
東
西
冷
戦
下
に
お
け
る
核
兵
器
制
限
を
目
的
に
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
協
議
し
た
。 

ト
ラ
イ
ス
タ
ー 

ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
大
型
旅
客
ジ
ェ
ッ
ト
機
。
正
式
名
称
は

「
Ｌ
―
１
０
１
１
」。
全
幅
四
十
七
・
四
メ
ー
ト
ル
、
全
長
五
十
四
・
二
メ
ー

ト
ル
、
全
高
十
六
・
九
メ
ー
ト
ル
で
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
社
製
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
三
基
を
装
備
し
二
百
五
十
人
か
ら
三
百
四
十
五
人
を
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。 

ジ
ェ
ッ
ト
機
に
よ
る
大
量
輸
送
時
代
に
対
応
し
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の

Ｂ
―
７
４
７
、
ダ
グ
ラ
ス
社
の
Ｄ
Ｃ
―
10
が
ラ
イ
バ
ル
機
と
な
っ
た
。
最
終

的
に
二
百
五
十
機
が
生
産
さ
れ
、
日
本
で
は
全
日
空
が
採
用
し
た
。 

ク
ラ
ッ
タ
ー 

John W
illiam

 Clutter

：
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
元
東
京
駐
在
事

務
所
代
表
だ
っ
た
。 

コ
ー
チ
ャ
ン 

A
rchibald Carlisle K

otchian

／
１
９
１
４
〜
２
０
０
８
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
進
み
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
社
の
子
会
社
「
ベ
ガ
・
エ
ア
プ
レ
ー
ン
」
社
に
入
っ
た
。
第
二
次
大

戦
中
、
戦
闘
機
や
輸
送
機
の
増
産
を
監
督
し
、
六
七
年
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
社
長

に
就
任
し
た
。 

堀
田 

力 

ほ
っ
た
・
つ
と
む
／
１
９
３
４
〜 

：
京
都
大
学
を
卒
業
し
検

察
官
と
な
っ
た
。
東
京
地
方
検
察
庁
は
特
別
捜
査
部
検
事
と
し
て
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
の
捜
査
に
従
事
し
た
の
ち
、
甲
府
地
方
検
察
庁
検
事
正
や
法
務
省
官

房
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
退
官
後
は
弁
護
士
と
し
て
活
動
す
る
か
た
わ
ら
、

元
読
売
巨
人
軍
の
元
選
手
・
監
督
の
川
上
哲
治
（
か
わ
か
み
・
て
つ
は
る
／

１
９
２
０
〜
２
０
１
３
）
と
と
も
に
「
さ
わ
や
か
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
す
る
な
ど
福
祉
事
業
家
と
し
て
活
動
し
た
。 

    



日本IT書紀

著　者：佃 均

発行者：（特非）オープンソースソフトウェア協会
                http://www.ossaj.org/
                info@ossaj.org

発行日：2023年4月10日

本作品はCC-BY-NC-NDライセンスによって許諾されています。ライセンスの詳しい内容は 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/deed.ja でご確認ください。

© 2004 TSUKUDA Hitoshi (Licensed under CC BY NC ND 4.0)

本作品は2004年-2005年ナレイ出版局より刊行された 「日本 IT書紀」 
全5分冊を底本とし、原著者が一部改定を加えたものを複数の電子書籍
に再構成して CC-BY-NC-ND ライセンスにより公開します。

185 静かなる多数派


